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制振材料を用いた床衝撃音の低減に関する研究
ーその 4 コンクリートビームを用いた制振特性の検討一
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Study for reduction of the Floor Impact Sound Level by using of the Damping Materials 

PART4: Study of the damping characteristic making use of the Concrete Beam. 
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制振材料によるコンクリート構造への振動低減効果を定量的に把握す

ること、及び設計手法を確立することを目的としコンクリートビームを

用いた検討を行っている。本報ではコンクリートビームの振幅依存性に

着目し、これを実験的に検証し FEMによる振動応答解析を行った。そ

の結果、制振材料を貼付したときの応答解析は線形解析でょいと考えら

れ、この時の解析値と実験値はよい対応を示した。
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1 .はじめに

既報 1)別刷にて報告してきたように、利用技術

分科会「建築(住宅)における制振材料利用技

術WGJ では、制振材料を建築分野に展開する

ために、表 1に示した流れによって床衝撃音レ

ベルを低減させる事、及び対策設計手法を確立

する事を目的とした研究を行ってきた。その結

果、制振材料を用いることで、床面の振動速度

や衝撃音レベルが低下することが確認できたが、

これらに対する制振材料貼り付けによる効果が、

床の損失の増加によるものか、制振材料の質量

効果によるものなのか定量的に把握するまでに

は至らなかった。

本研究ではこれらの結果を踏まえ、表 1の④

に示した様にコンクリートビームを基材として、

制振材料を貼付けた時の、振動低減効果に対す

るパラメータの検討を行うと共に、効果の予測

方法について検討を行った。その結果、質量効
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表 1 ワーキンググループ・における研究の流れ

①建築における制振材料の使われ方に関する調査

・キーワード調査(材料・構造・構法・評価)

・アンケート(騒音対策・技術課題・コスト)

②蜘l振材料を使用した木造床の音響性能

-木造戸建住宅及び実験住宅床における検討

(軽量床衝豊富音レヘV ・中量床衝撃音レヘ。 I~ ・駆動点インピーゲンス・

伝達インピーゲンス・天井箇壁面振動・実験モーゲル・損失係数)

③ツーパイフオー住宅の床衝撃音レベル低減

・非拘束型制緩材料、拘束型制振材料による検討

(重量床衝撃音レヘV・中量床衝撃音レヘ)・加振カ特性・天井面

振動・モピリティ・損失係数)

④コンクリートビームに対する制振特性

-嗣j振特性に関するパラメータの実験的検討と予測

(加娠力特性・モピリティ・応答の線形性・曲げ問IJ性・質量・損失

係数 .1J:t.-7'レット関数・トグル解析・ FEM振動応答解析)

⑤コンクリートスラブの床衝撃音レベル低減

-床衝撃音レベル低減に関わるパラメータの実験的検討と予測

ω日振カ特性・モピ『ティ・応答の線形性・曲げ剛性・質量・損失

係数・モ-9";t-解析・ FEM振動応答解析・ BEM音響解析)

果及び曲げ剛性の増加による効果以上に制振に

よる振動低減効果があることを報告 6)刊した。
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